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店舗建設に伴う発掘調査報告音  
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J二声   

天神Ⅲ遺跡が所在する群馬県前橋市は、名山赤城山を北に望み、利根川や多くの詩  

人にうたわれている広瀬川市彷地を流れる「水と緑」にかこまれた美しい県郡です。   

このように豊かな自然に凄まれた市域には、今から2万年以上前の旧石器時代から  

近世に至るまでの多くの追跡が地下に眠っています。特に古墳時代においては、上毛  

野氏の本拠地として市域にはその数800基といわれる大小の古墳が造られ、八幡山  

古墳をはじめとした国指定史跡の古墳8基のほか数多くの古墳を今に伝えています。  

奈良時代・．平安時代に至ると上野国は大国と称され、その国府が元総社町におかれ、  

上野国分寺や国分尼寺なども建立され、上野国の政治・経済・文化の中心地として発  

展してきました。   

このように、前橋の地は豊かな自然と共に長い歴史に培われて発展してきましたく．  

今後も各種開発に伴う発掘調査により、推定国府域内の古代史の空白部分が解明され  

ていくものと確信しております。   

このたび、前橋市教育員会へ建設に伴う埋蔵文化財の取扱いについての問合せがあ  

り、稚認差回査を実施しましたところ、遺跡地であることがわかりました。遺跡の取扱  

いについて関係者と協議・調整を行いました結果、前橋市埋蔵文化財発掘調査団によ  

る緊急発掘調査を実施することになりました。   

発掘調査の結果、奈良～平安時代のものと推定される住居跡10軒と井戸跡2基、  

土坊2基を碓認いたしました。狭い範囲の調査ではありましたが、貴重な資料を得る  

ことができました。   

最後になりましたが、この調査を実施するにあたり、物心両面にわたり多大な援助  

をしていただきました出水興産株式会社、また作業に従事していただきました方々に  

対し厚くお礼申し上げます。   

本報告書が、元総社町及び周辺地城の歴史を角牢明する一助となり、また考古学研究  

の参考になれば幸いに存じます。  

平成元年2月1日  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長   二 瓶 益 巳   



・伊り言  

1．本書は都市計画法第29粂の開発行為（店舗建設事業）に先がけた開発予定地の埋蔵文イヒ財発   

掘調査報告者である。  

2，発掘調査は群馬県前橋市教育委員会のもとに組織された、前橋市埋蔵文化財発振調査団（団   

長 二瓶益巳）の委託を受けスナガ環境測設株式会社（代表取締役須永眞弘）が実施した。  

3．調査担当者 遠藤和夫（前橋市教育委員会文化財保護係主任）  

新保一美（  ノノ  嘱託）  

金子正人（スナガ環境測設株式会社埋蔵文イ他聞査部）  

4．遺跡名、所在地、調査期間及び調査面稽は下記の通りである。   

遺跡名 天神Ⅲ遺跡 略称 63A－37   

所在地 前橋市元総社町834番地の2他2筆（8う4づ，834－4）   

調査期間 発掘調査 昭和63年9月8日～10月7日まで実施した。   

調査面積 950rげ  

5．本調査における出土遺物は、前橋市教育委員会が保管している。  

6．本書はスナガ環境測設株式会社埋蔵文イ他聞査部が作成に当たり、執筆及び総括を金子正人   

が担当し、遺物の復元実測に佐々木智恵子と角田朱美、遭梢のトレースを吉田公夫、版下作   

成作業を鈴木松夫、作業事務を柴崎信～工が行った。  

7、測量業務の計画指導は狽永眞弘（測量士第52614号）が行ない測量業務を板垣宏・狼永憲明が   

行った。調査の安全管哩は石島正二・安藤直人が担当し調査助手を荻野博巳・白石光男が担   

当した。  

8．本遺跡の発掘調査でほ次の方々に御協力戴きました。記して感謝の意を表すi欠第であります。   

群馬県埋蔵文化財調査事業団   

群馬県立歴史博物館  

9．調査に参加した方々は次の通りであります。（順不同）  

石井きよ子、吉田公夫、 小林康典、 水澤和子、 近藤充郎、  

河西三明、 藤田光夫、 近藤俊男、 長井武之、  頒田シゲル、  

石川サワ子、内山恵美子、中川頼子、 山崎軌治、   



目次  

例言  

目次  

第1車 道跡の立地と環境  

1．発掘調査に至る経過  

2．遺跡の位置と環境  

l
 
l
 
 

第2章 調査の概要  

1基本土層  
2 調査方法  

⊂
ノ
・
・
」
U
 
 

第3章 遺構・遣物  

1住居址  

2 土坑・井戸址  

3 渦状遭欄  

4 その他の遺構  

5 その他の追物  

′
b
 
′
b
 
8
 
8
 
8
 
 

1
 
1
 
 
1
 
 
1
⊥
 
 
 

第4章 まとめ  

7号滴とノト間別状選梢  

E－1・2・3グリット遣物出土状況  

住居址及び調査区内出土遣物実測図  

調査状況写真  

出土遺物写真  



第1童 灘亦の立地と二項境  
1．発掘調査に至る経過   

天神批遺跡は店舗建設計画に伴う前橋市宅地開発指導要綱（昭和48年 前橋市告示10号）．によ  
■l  

る開発行為（都市計画法昭和43年 法律第100与）の事前協議を受け、文イヒ財保護法（昭和25年  

法律第214号）第48先の2に規定する土木工事に先琵酎ナての発掘調査を実施するもので前橋市教  

育委員会が開発行為者（出光興産株式会社大宮支店長山本光腐氏）と協議調整し昭和63年9月  

8日より作業を実施することとなった。昭和61年度隣接地の調査により奈良・平安時代の住居  

址や井戸跡等が確言忍され、遣物も多数検出されている。また束山道の推定地に近く推定上野国の  

国府域内と考えられる地域であります。  

調査経過（調査日誌より）   

表土掘削作業開始 発掘調査機材・作業員休憩施設の設置  

プラン柁認作業 住居址1軒碓認  

安全防護柵設置  

住居祉4軒確認される。見学者来跡  

雨のため調査難行、ポンプ2台てづ非水する。  

平面実測（1：20）開始する。見学者来跡  

東側調査区の残土を調査終了区に搬出開始  

東区にトレンチを入れる。  

調査終了  

調査器材片付ける。  

埋め戻し作業開始  

埋め戻し完了 安全防謹柵撤去  

9月 8日  

9日  

12日  

14日  

17日  

19日  

28日  

29日  

10月 5日  

7日  

13日  

15日  

2．遺跡の位置と環境   

天神Ⅲ遭跡の周辺を地形的、地質的に概観すると、本遺跡地ほ、前橋市の南西部で広瀬川低地  

帯の面より高台をなす前橋台地のほぼ中央、利根川右岸に位置し、標高114．5mの平坦な土地  

である。前橋台地は火山泥流堆積物とそれを被覆する水成ローム層から成り立つ洪積台地で、東  

ほ広瀬川低地帯と直線的な崖で画され、西は榛名山麓の扇状地へと続いている。本道跡の東を流  

れている利根川ほかつては広瀬川低地帯を流れていたもので利根川の左岸と右岸の前橋台地は、  

地質的にほ同質である。前橋台地の地質は上部から、表土、水成上部ローム層（泥赦質層・火山  

灰質シルト層・軽石層等を含めた）、前橋泥流堆積物層、更にその下には厚く前橋砂株層が続い  

ている。  

ー1－   
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粁－1一∴∴∴モ∴、．．．∴                          l、Ⅵ＼－‾！了  

1・国府境遺跡  2．山王廃寺   3．昌楽寺矧寸衆道跡 ▲4．国分僧寺   

5・国分寺中間地城追跡   6．国分尼寺   7．稲荷LL店塙  8、澤作遺跡   

9・閑泉相通跡  1∩∴堰越打遺跡11．屋敷遺跡  12∴咽越遺跡  

13，大友Ⅱ遺跡  14．大友11一遇跡15．元総社明神避抑 1（≡∴寺間違湖  

17・元総社小学校校庭遺跡18．仰巾東通跡19．鳥羽遺跡  二2（二）．天神通園  

21・赤烏遺跡  22．小尾遺跡 2う．正視奇遇跡  ニミ4．日高道紡  

■ ■   



周辺の追跡としては、  

1・国府境遺跡 古墳時代後期から平安時代にかけての集落跡、竪穴住居150軒、浦、井戸跡、   

土地などが検出された。腸内初の地‾F式横穴墓を検出した。  

2・山王廃寺 日枝神社境内に塔心礎があり、石製鴫尾、礎石、緑地水注、掘立柱建物跡、住居   

址36軒以上、浦、銅鏡、塑像仏頚片、素弁8菓蓮花文瓦、三彩等出土。  

3．昌楽寺廻村東通跡 建物遺構と推定される柱跡を検出。   

昌楽寺廻村東向Ⅱ追跡 奈良・平安時代の住居址4軒、絶文時代の土比4基、井戸跡1基が   

確言思された。  

4・国分僧寺 塔跡に12偶の礎石と、金堂跡に15個の礎石が言膨）られる。発掘により築地、   

犬走り、淳等確認。B軽石降下以前に築地が崩頓していたことが判明した。  

5風分寺中間地域遺跡 国分僧寺尼寺の中間地域及び僧寺西側の地域を含む。掘立柱建物跡、  

・淳、築垣の基礎、住居址等充駄「東院」と記した墨書土器、灰紬陶器、瓦、砥石等が出土  

した。住居址内に瓦を持ち込む例は9世紀以降と調査者ほ指摘している。  

6・国分尼寺 伽藍配置は南北に主要建物の並ぷ梢造であり、その寺域は恐らく南北1．5町、東   

西1町の規模ではないかと考えられている。中門・金堂基段状遺構、講堂礎石群等発掘。  

7．稲荷山古墳 墳丘ほ殆ど平坦化され、その中央部のみが裡10数m、高さ2mほど残っている。  

8．単作遺跡 古墳時代と平安時代の住居址18軒、井戸跡3基、土抜11基が確認された。  

9・開展樋遺跡 古墳時代住居址3軒と奈良・平安時代滴跡1粂中世構跡1条が確認されている。   

閑泉樋両道跡 古墳時代住居址4軒、奈良・平安時代滴1免が検出された。  

10．堰題Ⅲ遺跡 平安時代の住居地6軒と時期不明の土比2基が確認された。  

11．屋敷遺跡 古墳時代（鬼高□期）住居址1軒、平安時代の住居址が4軒確認されたく．中世の   

滴ほ薬研堀で上幅は8rn深さ4rnであった、井戸跡2基が検出された。  

12．堰題遺跡 奈良平安時代の住居址18軒、滴10粂、土比50基以上が検出され、B軽石を   

帝王に含む遭梢椚として溝6条、土塊14基、井戸4基が枚出されている。これら遺構群の   

中でも、湧水点を有す摘と群集して存在する土地の性棺には興味が持たれる。経文時代中期   

の加常利E武士器及び石器が出土している。  

1う．大友Ⅲ遺跡 滴6条、地下式土坊1基、井戸跡に伴う遭梢1基、ピット状遺構9ケ所が検出  

された。  

14．大友Ⅲ遺跡 古墳時代中期の住居址1軒古墳時代後期の住居址2軒奈良・平安時代の住居址  

2軒浦3条土蟻1基が確認された。  

15・元総社明神Ⅰ遺跡 古墳時代住居址15軒、平安時代住居址30耶、土塊10基、・井戸跡8   

基、中世基抜1基が確認された。  

同Ⅲ遺跡 古墳時代前期（石田川期）の住居址3軒、古墳時代後期（鬼高期）5軒が硝認さ   

れ、平安時代住居址38軒、大浦ユ．条、中世末期の八日市場城跡と推定される漕3条が検出   

′1 ‾つ－   



された。  

同Ⅲ・Ⅳ遺跡 住居址74軒、古墳時代前期13軒、古墳時代後期14軒、奈良・平安時代住  

居址47軒、渦40条、杭列その他木製品が検出されている。  

同Ⅴ遺跡 古墳時代前期住居址4附、古墳時代後期25軒、奈良・平安時代住居地25軒、   

清39条が検出された。   

※国府推定地Ⅰ総社神社を中心とした方八町の地域を推定するもので元総社小学校敷地内等   

発掘調査。群馬娘最古の蒼海城わ1部ほこの範囲内に含まれる。（金坂潮り氏の説）   

※国府推定地Ⅱ 国分寺の東緑より東方に6町、簡に5町行った所に国府の北稼がある。   

総社神社を東側に含む6町四方の地域を想定する。（松島栄治氏の説）   

※尾崎書左雄「国府推定地域の発掘調査」前橋市史弟1巻1971   

※峰岸純夫「末道一束山道の復元」F群馬県佐波郡東村誌j1979   

※川原書久治「推定上野国府跡地覚え書き試み」r鳥羽遺跡月報恥16j（群馬県教育委員会   

鳥羽事務所）1980  

16．寺田遺跡 古墳時代C軽石降下後黒色泥質土中より石［別11武士器鬼高期の土器が検出された。   

奈良・平安時代の大溝と土器及び木製品が検出された。  

17．元総社／J、学校校庭遺跡 古墳時代の住居跡と掘立建築遺構が検出されている。尾崎書左雄「   

第三縞古代下第1車国司政治」『前橋市史』前橋市教育委員会1971  

18．明神東通跡 古噴時代台付き窺と平安時代の住居址6軒、土紘6基、鴻5条、竪穴状遺構1   

基が確認されている。  

19・鳥羽遺跡 奈良・平安時代の住居址、掘立建物臥井戸跡、滴、竪穴遺構、基地、土拡、椚   

列、中世基等を発掘。土地中よりB軽石の直上に土師質土器の－捕資料を得る。  

20．天神遺跡 奈良・平安時代の住居址32軒と土塊14基、井戸跡3基が検出された。  

21．赤烏遺跡 古墳時代の住居跡、土地、鴻、畝状遭梢、中近世の満を検出、奈良平安時代の須   

恵器瓦片が出土した。  

22・中尾遺跡 古墳時代前期の住居址4軒、中へノ後期の住居址数軒、奈良・平安時代の住居址  

300軒以上確言忍。土師器、須恵器、灰紬陶器、鉄器、石製品等が出土している。  

2う・正観寺遺跡 弥生′、、ノ平安時代にかけての竪穴住居地150軒前後発掘。他に土地、掘立社   

建物遣楕、大浦、円塙、井戸等を検出。高さ1．1rr周囲2×2mの巨石があり、土師器の坪   

・窺、須恵器の高坪・趨・短頸重など鬼高期の特徴を示す多くの遺物を伴って発掘された。  

24・日高遺跡 関越道の路線内を群馬県教育委員会が調査を行い、高崎市で弥生水田と住居地   

の試掘を行なった。さらに圃場整備に伴い高崎市て行った地域のニケ所を含む。県教委の調   

査の時この遺跡ほ全国的に注目された。高崎市が行った昭和53年度の調査でほ1町（10  

9m）四方の区画による粂埋制水田が確認された。弓姓時代（住居址・水田・方形周溝墓）   

古墳時代（住居址）平安時代（水田址）中世（井戸跡・鴻）  

一4一   



樋越遺跡 南北に走る満と7基の土紘が碓認された。なお浦底に木杭と竹杭が31本棟出された。   

螺旋状暗文を有する坪が出土している。  

柿木遺跡 8世紀後半から10世紀後半までの住居址6軒が碓認された。  

相乗遺跡 住居址21軒（古墳時代中期2軒、古墳時代後期から奈良時代始めの住居址15軒、   

奈良平安時代の住居址3軒）、滴1条∴集石遭梢1ケ所、中世の堀1条が確認されている。  

稲荷山古墳（総社町総社）輝石安山岩と角閃石安山岩の自然石乱石橋の横穴式両袖型石室を持   

つ古墳である。羨道部より出土した金銅製品には麻製と絹製と思われる布が貼付けられてお  

り花弁のような打ち出しがなされている。周囲には庚申塔が67基確認された。  

二子山古墳 前方部、後円部の2ケ所に両袖の横穴式石室を持つ。全長約8．99rn二段梢築の古   

墳。周淳は盾型を想定する。幅24′、、ノ25m。前方部石室ほ自然石乱石橋。後円部石室の天   

井石以外は角閃石安山岩の肖りり石を使用。  

愛宕山古墳 巨石を使用した樺穴式両袖型石室。石室内に家型石棺（凝灰岩製）が安置。壁石ほ  

巨石の輝石安山岩の山石を使用。角閃石安山岩も認められる。  

遠見山古墳 主軸の長さは約70m。後円部東南部分ほ封土が流れ石室の位置を示す。墳丘南側  

にほ周涼の一部や茸石が認められる。  

王山古墳 墳丘全長75．6mFA上に稲築。2′、3段の茸石が全面にまわる。石室全長16．3   

7nlで県下最長。両袖型通日積。玄室幅た対する同長の比は2．7。  

第2車調査の概要  
1．基本土層  

1層  盛り土（ロームと礫）  

2層  盛土（黒色土層）  

3屑  耕作土層  

4層  B軽石を20％ほど含む  

噌褐色土屑  

5層  焼土粒を含む（粘性の強い）  

噌褐色土屑  

6層  焼土粒を含む（粘性が強い）  

褐色土層  

7層  灰白色粘土層（他山）   

第二図 恭本」∴唱  



2．調査方法   

調査地の北西隅に座標基点を設定し、調査地全体に5rrl単位の方眼を設定した。主軸はY軸座  

槙を南北方向に取りその直交方向をX軸とし、ブリット名ははX軸をアラビア数字（1～8）Y  

軸をアルファベット（A～G）で表記した。AHOブリットはX＝42，700．000m、Y＝－71，465  

．000nlとして発掘調査区内を5mごとに区分けし東西・南北にブリットを設定した。標高ほ11  

4．50mを遭跡内に移しBMと定めて調査を進めた。  

調査は隣接の天神遺跡で奈良・平安時代の住居址32軒、土紘14基、井戸跡3基が確認されて  

いるのでソ古舗建設予定地部全面を調査対称とした。掘削は耕作土下の鉄分凝集層下面までバック  

ホゥによって行い、その後は手作業により通庸の根出に勤めた。  

葺匡：∋章 遺構・遣物  
］．．根出された10軒の住居址は、奈良・平安時代の住居址である。  

2．土坑ほ2基確認された。1号土坑からは坪と高台付椀が検出された。2号土坑ほ頒悪報珂蓋   

等が出土しておるが時期を決定するには小破片すぎる。  

3．井戸跡ほ2本確認された。1号井戸跡は円筒状で2号井戸跡はロート状を呈する。  

1号住居址   

調査区の北西隅に位置し、A－0，B－0ブリットに所在する∴碓認面では炭化物・鼎色灰・  

焼土を含む状況で、南東隅に井戸跡が重複する状況であった。井戸跡は耕作土直下から掘り込ま  

れており1号住居址が井戸跡より古いと考えられる∴規模ほ南北方向2．ミ）rnで、東西方向2．6  

5111の平面形は隅丸方形を呈する。壁は24・＼′う1clll掘り込んで床面に達し、床面積ほ7．68nf  

を測る。柱穴ほ見られない。住居址の主軸はN－100－Eである。穣土は黒褐色土を基調にして  

いる。カマドは東壁の南寄りに位置する。  

出土遣物   

恥2 坪（土師質）口径9．7cll底径5．8cI瀾高2．1c川 胎土は租砂混入 焼成良 色調黄褐  

色舘形の特徴 休部から口緑部にかけて直線的に開く 内外面回砿撫で 糸切り痕明瞭、底部中  

央が突出 2／う残   

Nn9 刀子 幅2．Oc日 銭製品 切先を欠失する。残存長10．3cm刃部4．3cln茎6．Oculを  

測る、床面より出土。   

B－0グリット一括 坪（土師質）口径9．6cJ11底径5．8cJ】儲高2．OcIll胎土は細砂を含む  

焼成良 色調にぷい楷と黒褐色部分がある。器形の特徴 休部は直線的に立ち上がり口唇部に至  

る昔旨肉は厚い。内外面回転撫で 底部は糸切り後粘土を補い再度糸切りをした事が伺える 完形   

恥12 城（土師質）口径14．5c…底径8．Ocl】感高6．0α】l胎土は租砂含む 焼成やや軟  

色調褐色 2／3スス付着 器形の特徴 休部は僅か内湾しながら口縁部迄開く 内外面回転撫  

で 糸切り痕明瞭 完形   

覆土一指 土錘 残存長4．6c川 幅最大径1．3c‖内径4川‖l色調 左端褐色中央から右端は  

－6－   



第引司 ユ号住抑止  

1号住居址▲ゴ∴層i∵i．三三〔！  

1．．枇北川毘土と責引じ杓を含ひ晴褐色土層  

」、．t層より悦．上二を■多く企む暗褐色上層  

う．仏性が強tく1層より牧iエフルない異相ピ止層  

コ・好け新出＝一ノ宮さiミニ‡lJ  

l．描かい蛇．卜粒をち亀に含てノ榔㍍ヒ土層  

∴来㍍∴圭一．揖ゝ汝■さ二ゝ一時色上層   

SP－W   
・－ ＝451Il  



黄褐色を呈す。2／3は黄褐色を呈す。   

B－0一括高台付焼（頒恵器）口径16．4cn底径8．6cll儲高5．5c11鼎色の細砂粒混入 焼成  

堅紐 灰白色休部は丸味を持ち立ち上がる。灰軸 休部から□緑部は直線的に開く。内外面に煤付  

着。外面強いロクロ目残す。高台は糸切り後貼付け高台。内面重ね焼痕明瞭、回転ナデ。1／2強残  

1号住居址一括漬物として自然石を利用した1両便用痕が見られる砥石と桃の種子の炭化した  

もの1点、近世の陶誤11点、剥片3点、緑泥片石の小敵片3点が検出された。  

2号住居址   

調査区の北側中央部に位置し、B－3グリットに所在する。南東壁コーナーが強く焼けており、  

コーナー付近にカマドが存在したものと考えられる。規模ほ東西方向が2．45nlの長方形を呈す  

るものと考えられる。壁は12～15cI11壬屈り込んで床面に達し、調査で碓認できた床面積は1．7  

2nfであったが北側にひろがりを持つものと考えられる。住居址の主軸はN－820－Eであるく．  

諸士は褐色土を基調にしている。カマドは南東コーナーに設置されたものと考えられるが調査範  

囲外なので確定するにいたらなかった。  

出土遺物   

皿 推定（口径15．Ocm底径8．4cn儲高2．4c川）胎土；非常に細かい粘土を使用焼成；艮  

梢色一部煤付着 休部は浅く外反しながら開く、高台は「ハ」字状を呈す。外面；口結から休部ほ  

回転ナデ、底部は糸切り後、底部よりやや小さい高台が貼付けられている。内面；回転ナデ、休  

部から底部は同心円状のナデが見られる。1／5弱残   

盤（須恵器）推定（口径16．8cn底径12．Ocm）器高4．Oclll多量の砂粒を含む。堅轍 灰色  

底部から休部は丸味を持って立ち上がり口辺は強いナデにより薄く内傾して見える。内外面回転  

ナデ、 外面；高台は4×4nulの方形の細い高台が貼付けられている。底部外面はヘラナデ。約  

1／2残  

3号住居址   

調査区の西側に位置し、D－0ブリットに所在する∴碓認而での土質ほ周辺全体が焼土混じり  

の褐色土であり住居址覆土はそれより僅か炊土が多い程度でプランの確認の非常に難しい住居地  

であった。カマドは良好な通存状態で、規模は南北方向を長軸とし3．9m短軸2．73m以上と  

考えられ平面形は隅丸長方形を呈する。硝認面からの立ち上がりほ10c川前後の掘り込みで床面  

に達している。床面積ほ10．65汀子を測ることが出来た。住居址の主軸ほN－890－Eである。  

覆土は明るい褐色土を基調にしている。カマドは東壁の中央部に位置し、良好な適存状況であり  

煙道部まで調査する事が可能であった。  

出土遺物   

恥1；鉄 長さ8．7c川断面径1．2cm 断面は楕円形を呈する。錦化が進み、用途は不詳。床  

面より出土、先端に向かうほど細くなり途中で直角に曲がっている。  
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第5図 3号・－＝封主屠址  
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Nn4；高台イ寸椀 底径12．6c】一哉存高2．2clll噌脅灰色 底部中央が厚く広い。薄い高台が「ハ  

」字状に開く。外面；高台内側ほヘラナデ痕明瞭。内面；回転ナデ。底部1／4残   

恥8；焼（土師質）底径5．8clt戯存高2．Ocl11細砂粒を含む 焼成艮 灰黄色 ロクロ整形  

痕を残す。外面；底部回転糸切り後低い高台を貼付け。内面回転ナデ。3片接合、底部のみ。   

No．26；坪 推定口径12．Ocll底径5．8cIl】器高3．6c川 紺砂を含む 焼成；良 灰褐色 底  

部は厚く、休部ほ内湾しながら立ち上がり中位で外反し口綾部で直状に立つ。外面ヘラナデ。内  

面口嫁部にロクロによる段を持つ。1／4残   

3号住居址一括遣物として黒曜石の破片で2．3cnlXl．5cItが出土している。  

4号住居址   

調査区の西側に位置し、D－0ブリットに所在する。本住居址周辺全体が焼土まじりの褐色土  

で、北側を3号住居によって切られており南側には7号住居のカマドが接近して確言忍された。南  

北方向が2．70nl以上、栄西方向は調査区外にのびるので規模の碓認は不可能であった。平面形  

は長方形を呈するものと考えられる。壁ほ15clllほど掘り込んで床面に達している（、住居址の主  

軸はE－60…Sである。確土は明るい褐色土を基調にしている。カマドは東壁の中央部に位置す  

るものと考えられる。  

5号住居址   

調査区の西側中央に位置し、D－2グリットに所在する。覆土と周辺の土質との相通が少なく  

プラン碓認の難しい住居址であった。炭化物娩土の豊が僅か多く含まれる事から碓認された。規  

模ほ南北方向が3．67mで長径を示し、東西方向は3．Omの隅丸方形であった。壁ほ9．5～1  

7c口l掘り込んで床面に達し、床面積は11．01Tlfを測る。住居址の主軸はE－30－Sである。  

襟土は褐色土を基言捌こしている。カマドほ東壁の中央部やや南寄りに位置する。本住居址のカマ  

ドは僅かに赤褐色を呈するのみであった。  

出土遺物   

Nα19；域 推定（口径12．Ocn底径4．3clt】）残存高4．Oc‖ 租砂粒多量に含む、やや軟  

褐色 休部は内湾しながら立ち上がり口緑部で外反する。外面回転ナデ、底部に高台の剥れと思  

われる痕あり。内面回転ナデ。う／4残   

恥4；高台付城 頭恵器 底従8．OcIn残存高3．6cIll粗砂混入 堅観 音灰色 高台付用の  

高台部と思われる。貼付け高台で外様面撫で、高台は直線的に比較的長い。内面回転ナデ。高台  

部の1／2残   

覆土一指；坪（現題器）亡1径13．Ocln底後5．8cn儲高4．1cm 引鋸紳砂粒浪人 堅轍 灰白色  

休部は深く僅か内湾しながら立ち上がり口唇部で外反する。内外面回晦ナデ。外面底部は粗い糸  

による糸切痕明瞭。内面底部に同心円状のナデ痕が見られる。ほぼ完  

－11ト   



箭7図 う号住居址カマド実測区＝1∴う（二））  

う引去剛lトカマドJ」熟主記  

1∴焼土層くカてド優遇部天外）  

コ．異色の居せ含七蘭色特電上層  

二う．焼土㍑せ含七褐色粘贋上層  

・j．帖⊥  

ち．悦二土ブロソクを含む褐色・上層  

0  1M   
l  ！  

第8闘 う号住居址  

5引新潮上」j∴駄i三記  

j イ、虹Lヒ肘じ杓を   

侶雄摘胞．上層  

ヱ．〕層よi‾）L規⊥  

とた封ヒ拘の．少な   

い粘牲の強い相   

補た上層  

S†つ－E  

22  2－●  
／ ／    q  

1主   

SP＿lV  

8  

11 ●  
1ミ・ほ  

14  

ユ  2ユ                    ●  

10●  

SP－W  
．－1－3．2m  

う号住居1■ltニカマド土層注記  

1．焼土を僅か含む輿褐色上層  

2．煉土L炭化物を含七褐色上層  

う．（灰白色）灰と褐色上の混土層  
Ihl 

l  ！  

一11－   



穣土一括；塀 底径7．Ocm残存高1．9c‖l浅黄色 平らな底部に低い高台がトJ●く。外而回転  

ロクロ成形、底部は回転糸切り痕。内外面（高台内側を除いて）均一な緑軸がかかっている。底  

～高台部 3号住居址3号構E－2ブリットから出土した4片が接合された。   

5号住居址一括遣物 胎土は黄灰褐色で紬は刷毛ぬり、外面重ね焼痕が見られ、内面にかえり  

があり′J＼型轟の蓋と考えられる破片と、紡錘壇に使用されたと思われる灰色の円盤状破片が棟出  

された。（瓦質）  

6号イ主居址   

調査区の中央部に位置し、D－2ブリットに所在する∴覆土は僅かに炭化物と焼土を多く含む  

ものであった。規模ほ、南北方向が3．86rrl、東西方向は3．45mの隅丸長方形であった。壁  

は10．5cl扉屈り込んで床面に達し、床面椅は13．31nぞを測る（．イ主居址の主軸はN－820－E  

である。預土は黒褐色土を基言捌こしている。カマドは東壁の中央部やや南寄りに位置する。本住  

居址のカマドは側壁の焼け込みも少なく、又中央部から検出された砂岩は僅かに焼けた形跡が何  

われ位置からして支脚石と考えられる。  

出土遺物   

No，1；坪 口径10．4cll底径5．6c摘詩高4．2clll砂粒混入 焼成；良 灰白色 休部は内湾  

し口縁部で僅か外反する。内外南保付着。外面粗いナデ、底部ほ糸切りで厚味を持つ。内面回転  

ナデ、底部中央が盛り上がっている。底部完、口緑1／6残   

Nq16；敲石 長さ12．2c川幅4．8cm厚さ3．2clll両端に打痕あり、全面に捺痕が見られる。   

鮎19；用途不明；長さ8．1cIll幅6．5cln厚さ3．2c‖ 角閃石安山岩1．5c‖l幅の刃物痕が  

3ヶ所、擦痕3ヶ所が見られる。  

7号住居址   

調査区の南西部に位置し、D－0グリットに所在する。北側に4号住居、南側を8号住居と切  

り合い周辺には土器片の散布が著しく、至近に撹乱がありプランの確認が明確にできなかった。  

カマドの主軸方向はE－170－Sである。覆土は明るい絡色土を基調にしている。カマドは東壁  

に位置するものと考えられる。  

出土遣物   

NG37；高台付用 推定底径8．Ocm残存高2．5c川 多魔の砂粒を含む 堅緻 灰白色 糸切  

りの底部に肥厚した高台が貼付けられている。外面回転ナデ、煤付着。底部と高台の一部  

8号住居址   

調査区の西側に位置し、E－0ブリットに所在する。本道梢はカマド以外ほ調査区外に広がり  

カマド両袖部の補強材として使用したと考えられる焼けた石が3個と焼土が見られたがカマド全  

体も調査する事が出来なかった。  

・－12－   
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9号住居址   

調査区の南東隅に位置し、E－5，6、 F－5，6ブリットに所在する∴東傾斜の砂質の粘  

土層が焼土を含む暗い褐色土に覆われてから、浅い騰が埋まりそれから築かれた住居址でプラン  

確認の非常に難しい住居地であった。規模は東西方向3．36m、南北方向2．71mの平面形は  

隅丸の菱形を呈する。壁ほカマド付近で30．Ocm、西壁で16～19cmの掘り込みで、床面は東  

に傾斜している。床面積は9．10汀2を測る。柱穴は塵外のカマド両脇に2ヶ所、北側3ヶ所、北  

西コーナーで、立ち上がり部に1ヶ所確認された。住居址の主軸ほN－800－Eである∴覆土は  

暗褐色土を基調にしている。壁璃は検出されなかった。カマドほ東壁の中央部に位置し袖石、支  

＼脚石の存在が確認され左袖石は2石で形成されていた。内面ほ良く焼け砂質の白色粘土層まで媚  

り込まれていた。完形に近い土器が4点出土した。  

出土遺物   

Nn3；駕 多量の細砂と僅か租砂を含む 堅緻（翫）灰白色 胴部の一部と思われる。外  

面に僅かに平行叩き日放が見られ、内面には青海波紋状の叩き目が残る。   

恥8（カマド）；坪（土師質）口径10．1c¶底径4．9cm器高3．5cm 多量に砂粒を含む 焼  

成；艮 にぶい穏色 底部ほ厚く休部ほ内湾気味に立ち口緑部で薄く外反する。内外面回転ナデ、  

底部右回転糸切り痕。ロクロ目明晩3／4残   

Nu16；坪（須恵器）口径12．5cm底径5．8cn戯高3．8cm 焼成；良 暗青灰色 休部は  

内湾しながら立ち上がり口唇部は薄く直線的に開く。外面回転ナデ、ロクロ目が見られる。底部  

糸切り。内面回転ナデ底部中央が盛り上がる。3／4残   

恥31；坪（頒恵器）口径13．2cm底径7．4cれ儲高3．3cm 細砂粒混入 焼成；艮 灰白  

色底部から1cm程立ち上がって休部から口綾部にかけては直線的に開く。外面回転ナデ、底部糸  

切り。内面簡単なナデ、内面中央部が窪む。．1／2残   

カマドNo．3；焼 口径12．Ocm底径6，4c涌旨高5．2cm 珊砂を含む 焼成：良 赤穏色 底  

部から休部の境は僅か内湾し休部から口緑部にかけては直線的に立つ。外面；ロクロ目があり底  

部と高台部の接合部にヘラナデが見られる。内面もロク口癖明瞭。（カマド内より3片覆土一括  

1片接合、2／う残   

恥2；均（高台付）口径11．4cm底径7．Ocm音詩高4．5cれl租砂混入、石英・黒雲母 焼成；  

良赤橙色 休部から口縁那ほ直線的に開き、高い高台を持つ。口縁部ほ丸味を持つ。内外面回転  

ナデ、糸切り痕。完形   

恥29；均 土師質 口径14．4cm推定底径8．4cll儲高6．1c＝ 柵砂混入 焼成；艮 にぷ  

い赤褐色 高台接合部が厚く口綾部が薄くロクロ目明日取外面回転ナデ、底部糸切り痕。内面丁  

寧なナデ。2／う残  

・－1′卜   
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カマドNa7；（土釜 土師質）口径18．9cm胴最大径17．5cm残存高15．1cm 多量の砂粒  

を含む 焼成；良 赤褐色 口頚部がコ字状にくびれ胴部は僅かふくらみを持ち直線的に底部方  

向にすぼまる。外面口頸部楠ナデ、胴部縦方向ヘラ削り。内面全体棉ナデ。6片（カマドから3  

片E－5グリットから2片 覆土一括1片）1／3残   

釘 長さ8叩 径0．5cm 先端に向かうにつれて細くなり直角に屈曲する。断面方形を呈す、  

先端欠失、頚部はやや広くなっている。   

カマド石Nalカマド梢築材と思われる。長さ12．3cln幅9．2cm厚さ5．9cln 角閃石安  

山岩 2．5clⅥ幅のノミ痕あり。   

カマド石Nn4 高さ17．Ocm幅10．2cm厚さ9．3cm安山岩 9号住居址カマド支脚石とし  

て使開。上端1／引こ煤付着。立った状態で出土しているので設置された位置と考えられる。  

10号住居址   

本道梢はE－5グリットに位置する。9号住居址の西壁より上層で焼土の塊が確認され、カマ  

ドの適用と考えられるが住居址としてのプランほ抱乱が激しく職忍することが出来なかった。  

2．土塊・井戸跡  

1号土塊はB－0ブリットに位置し、平面形は直径50cm、西側に偏平な石（25×30cm）  

が2欄あり、北と東に（12×12cm）と（14×17cln）の石が2イ臥計4個の輝石安山岩質  

の自然石が出土し暗褐色土層の上に褐色土と粘土と焼土を盛り上げたこ状態の土塊であった。  

出土遣物ほ高台坪椀の底部 糸切り痕の坪等小破片24点が出土しているが時期を決定するには  

不明の点が多い。   

2号士紘はB－1グリットに位置し平面形は直径84×85cn】の円形を呈する∴覆土は軽石と  

炭化物を含む褐色土層であった。  

出土遺物 坪蓋摘み等63点の破片が出土している。  

1号井戸跡ほB－0ブリットに位置し1号住居跡の南東コーナを破壊して構築されている。直  

径1．02cm円筒形を呈する。連日の爾の為井戸跡の底面迄調査するのは危険が伴うので中止した。  

出土遣物は 土師器糸切り痕の見られる坪と椀の破片95点と須恵器械・喪・蓋・羽釜等の破片  

102点が出土している。   

2号井戸跡はD－4ブリット杭を中心とする直径2．62mのほぼ円形を呈する。ロート型の井  

戸跡である。今回の調査では井戸の底まて調査する事ほ湧水が多くて危険が伴うので、やむなく  

中止した。本選稗からの出土遣物は糸切り痕のある坪2点の他鴇色処理された高台イ寸椀の底部、  

短雪質壷の底部、須恵器大窪の胴部等が出土している。  

11（）－   
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3．溝状逮捕   

B－0．1．2．3． C－0．1．2．3ブリットに東西方向の渦5条とB，C．D．E．  

F－3ブリットに南北方向の鴻1条、上幅25′、、ノ52cm、確認面からの探さは60cmであった。  

東西方向の浦は浅く畑作跡と思われるが、南北方向の渦は深くその用途については境界か、水切  

りと考えられる。時期的には近・現代のものと思われる。  

4．その他の遺欄   

E－1ブリットは土師器498点、視恵器324点、灰軸陶器17点、石2点、瓦2点合計8  

52点の遺物が検出された。E－2グリットでは土師器574点、須恵器651点灰紬陶器25  

点、鉄揮3点、石14点、瓦3点、属歯2点合計1274点が検出された。E－3ブリットでは  

土師器60点、須恵器52点、鉄棒2点、石1点合計117点が検出された。第19図に示した  

ように多量の遺物の出土が見られE－1グリットとE－2グリットの境には大きな炭化物が検出  

されたが、住居址と考えるには床面やカマドといった生描面も確認できなかった。土塊や満とも  

考えられない。   

D・E・F－5 C・D～6グリットにかけて南北に走る浦が確認された。幅80～95cm、深さ  

28．5～33．5cnlこの騰が埋め戻されて9号住居址の床が築かれているので9号住居址より  

も古い渦と考えられる。  

遺物としては流れ込みと考えられる縄文時代中期の土器と平安時代の土器が含ま九ている。第1  

8図に示したように、滴の西側にほ尾根状の高まりがあり女堀の小間割に似た状況が見られるが、  

これが如何なる用途の為に築かれたか解明するにほ調査範囲が狭すぎるので断定するには至らな  

かった。  

その他の遺物   

C－2恥．4；大鶉底部 須恵器 推定底径11．4cm残存高5．Ocm 砂粒を多量に含む 聖轍  

表 面ほ青黒色を呈するが中味ほ噌赤褐色である。丸底で内面に底部と胴部の境に段を持つ。外  

面 ヘラナデ後棟ナデ。内面簡単なナデ。底部のみ。   

C－2Na3；底径4．8cJll細砂混入 焼成；良 色調；赤楷 偏平な底部のみで糸切り痕明瞭。  

皿状の器と考えられる。内面回蛤ナデ。底部のみ。   

C－4；坪1推定口径10．9cln底径6．Ocm器高2．9cm多量な細砂粒を含む 堅轍 色調；  

黄褐色 休部は内湾しながら立ち上がり口唇部で外傾する。外面回転ナデ、底部糸切り。内面全  

体に丁寧なナデ。2乃残 2片接合。   

C－4；坪2 （土師質）口径10．2cI71底径5．9c蛸昔高3．1cm 細砂混入 焼成；硬 色調  

；樗 休部に膨らみを有し口緑部ほ外反する。内外面丁寧な回転ナデ。1／2残   

C－4恥．17；高坪 残存高7．2cnl細砂を含む 焼成；堅緻 色調；にぶい黄褐 高坪の柱  

状部。内外面回転ナデ、脚柱の中央部に洗練が一本見られる。   

C－4恥13；高台付椀（須恵器）底径7．4cnl残存高4．Ocln粗砂混入 焼成；堅緻 灰色  

ー18－   



高台部はハ字状に開く。内外而焼付着・回転ナデ 外面底部糸切り後貼付け高台。体～底部   

C－4No．4；敲石 口径12clれ幅最大径5．6cn底径2．7clll先端に打痕。中央部擦痕が言財）  

られる。   

D－0鉄1；長さ6．3cnl幅1．1c和 銅化が進み用途不詳。断面は偏平で全体に湾曲する。   

D－0銑2；長さ7．4cm幅1．3cm 断面ほ楕円形を呈し錆化が進み用途不詳。   

D－4Nal；皿 口径12．6cm底径6．Ocm器高2．7cm砂粒混入 堅轍 色調；暗青灰 休  

部は浅く器肉もやや薄い、僅か内湾気味に立ち上がり口唇部ほ外傾する。外面回転ナデ、貼付け  

高台は直線的に立つ。内面丁寧なナデ、中央部盛り上がる。重ね焼き痕明瞭。3／4残   

D－5Na3；凹 口径12．1cm幅6．9cm底径4．7cm安山岩 二面に高安打による凹あり。  

明瞭な凹が4ヶ所、両脇にも不明瞭ながら凹が見られる。   

E－1Nql；高台イ寸焼 成径15．6cm残存高11．4cm 砂粒混入 焼成；整 体部 は僅か  

内湾気味に立ち、脚部ほ「ハ」字状に開く。外面休部は斜方向ヘラ削り後梯ナデ、脚部 は梯ナ  

デ。内面横ナデ、坪部と脚部の接合部に指押えが見られる。脚部完 師部1／6残   

EpINu3；椀 高台付 推定口径14．5cm底径9，6c摘詰高6．Oclu 砂粒を含む 焼成；艮  

色調；稽 休部は内湾し口緑部は薄く僅か外反する。外面ロクロ目明瞭、糸切り痕。内面と高台  

の内側、赤色塗採あり。1／4残   

E－1恥4；底径6．2c‖残存高2．8c‖紺砂粒を含む焼成；良 暗褐色 底部から休部は強く  

内湾する。外面ほ回転撫で、内面と高台部内側に黒色塗布されている。高台部のみ残   

E－1一指1；坪 口径11．8cm底径5．2cれ儲高3．2cm細砂粒を含む 焼成；良 黒褐色  

休部は内湾しながら立ち上がり口緑部は丸味を持つ内外面黒色塗布外面にはロクロ目が僅か見ら  

れる。底部は上げ底部糸切り痕明瞭。内面回虹撫で。2／3残   

E－1Nn5；用 口径11．6cm底径5．Ocm轟高3．8cnl胡砂粒混入 焼成；良 暗褐色 休部  

から口緑郎ほ内湾しながら開く、内外面鼎色塗布、外面ほ左回転撫で底部糸切り痕明瞭。内面  

右回転撫で、底部中心部突出。2／3残   

E－1一括2；坪 口径9，Ocm底径6．3cm昔話高2．OcIll租砂を含む 焼成；軟 浅黄椙色 器  

肉は 厚く中央部とその周辺が2段に盛り上がる。外面回転撫で、左回転糸切り痕、内面やや荒  

い撫で。2／う残   

E－1恥6；坪（土師質） 口径9．3cm底径4．5cIn器高3．4cm胡砂混入 焼成；良 にぶい  

稽色 休部は内湾気味に立ち上がり口緑部で僅か外反する。外面はロクロ目が見られ底部は糸切  

り痕明晩内外面回転撫で。1／3残   

E－1N828；坪（土師質） 口径11．5cnl底径5．6cm音詩高3．8cm砂粒を多量に含む 焼成；  

良稽色 休部は直線的に立ち上がり口綾部で外反する。休部と口緑部の境がやや薄くなっている。  

外面回転撫で底部糸切り僅か上げ底になっている。内面回転撫休部はやや深い。1／2残   

E－1Ⅳa一指3；坪（土師質） 口径10．2cl¶底径4．2cl噌昔高2．8cm維砂を含む 焼成；良  
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にぶい稽色 休部は内湾し口緑部で外傾する。外面はロクロ目が見られ底部ほ糸切i）部分が厚く  

なっている。内外面回転撫で。1／3残   

E－2Na2；坪（土師質） 口径8．3cn底径4．2cl灘高1．8cm 租砂混入 焼成；軟 浅黄  

稽色休部ほ緩く内湾し口唇部に至る。底部は右回転糸切り痕明瞭。内面やや粗い回転撫でが見  

られる。完形   

E－2恥6；坪 底径6．Ocln残存高2、5c】n 砂粒混入 焼成；艮 褐色（部分的に灰褐）休  

部中位に段を持ち底部は上底を呈す。内面中位に凹を持つ。外面糸切り後指ナデした痕が見られ  

繊維の上に置かれたスジが3本見られる。内面ほ丁寧な回転ナデ。口緑部を欠く。   

Eグリットー挿；椀（土師器）底径11．8cIn残存高6．1c】ll褐色砂粒混入 焼成；良 暗赤  

色高い高台の付く高台付椀の高台部、高台部外面は指ナデ、高台貼付けは厚くなっている。内面  

椀底部回転ナデ。高台部1／2残。   

E－2Nu7；カマド構築材と思われる。長さ15．5cm幅10．3cnl厚さ5．8cm 黄褐色砂岩で  

表面にカマドに使用されたと思われる焼けた跡が見られる。ノミの痕2ヶ所あり。   

E－4；高台付椀 灰軸 口径15．6cm底径6．6c祀筈高8．2cm 紳砂を含む 堅轍 灰白色  

休部は大きく丸味を持ち深く内湾しながら立ち上がる。著書肉ほ薄い。貼付け高台。外面休部灰  

紬の掛かっている部分まで横ナデ中位から底部はヘラ調乳内面回転ナデ。1／2残弱   

E－5Nq17；坪 土師器 口径12．6c”戯高4．2cml多量の細砂を含む 焼成；良 明赤  

褐色 底部はヘラ削りで丸味を持つ。口緑部ほ内傾。外面ヘラ削り。内面丁寧なナデ。2／3残   
E－5ブリットー括1；皿 口径9．3cm底径4．6cm器高1．7c”l繍砂を含む 焼成；軟 色  

調；浅黄楷 休部から直線的に開き口嫁部に至る。厚い底部である。外面回転ナデ、底部回転  

糸切り痕。内面回転ナデ。2乃残 3片接合。   

E－5グリットー括2；坪 口径13．1cⅢ底径5．8cm器高4．1cm 租砂混入 焼成；やや軟  

暗青灰色 休部は内湾気味に立ち上がり口緑部は僅かに外反する。外面底部回転糸切りロクロ目、  

イブン焼成。内面暗褐色を呈し、丁寧なナデが見られる。欠けた断面は摩耗が目立つ。   

E－5ブリットー括3；善 須恵器 宝珠後2．Oc祓筈高2．1cm 砂粒を多量に含む 堅轍  

青灰色宝珠形つまみで中央部が年制こ高くなっている。内外面回転ナデ。宝珠と天井部の一部のみ。   

E－5グリットー括4；皿 口径14．4cln底径7．2cm器高3．2clll砂粒を含む 整概 略青  

灰色 休部は直線 的に開き口唇部は外傾し丸味を持つ。外面回転糸切り痕明瞭。高台部は「ハ」  

字l犬に立つ、貼 付け高台はヘラナデ。内面丁寧なナデ。2／3残。   

H－10－捕；長さ7．8cれl幅4，4cln厚さ1．9clⅥ 自然面を残す。剥離面明瞭。未完成品。   

H－9掘り万一括；長さ9．2cm幅5．Ocl≠厚さ1．8cm 打製石斧 貢岩 自然画を残す。剥離  

面は見られるが未完成品。   

C－4ブリットー括、補†断Lをもつ土師器喪 外面箆削り、内面箆撫で、良く整えられている。   

C－4ブリットNo．18、羽金口緑から胴部の破片鍔の部分に4～5mmの穴が2ヶ所あいている。  
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内外面撫  

C－4グリットー括、内面は棚ナデ、外面把手状を呈しヘラナデにより稜線がくっきりした小  

破片、胴部との接合部に3．5へ・4mnlの穴が穿たれている。須恵昔紗卜面に自然紬が見られる。  

E－1瓦質6面がヘラナデがされ、把手のような器形を呈す。  

F－1土師器坪、底部右回転糸切痕、内外面丁寧なナデ、内面に朱の付着が見られる。  

－一括遺物の中に埴輪の破片が出土されている。内外両横拒1が見られる。■高坪の坪部と脚部の接  

合部で中央に接合用の1へノ1．．2c”lの穿が見られる。和泉糊の特徴かと考えられる。  

表採；石斧 長さ11．3cm幅4．7cm厚さ1．4cm 倒Il櫻 断面くの字状 片面に自然耐残す。  

まとめ  

天神H遭跡の調査により次の事項が明らかになった。以下箇条膏にその賓旨を列記すると下記の  

通りである。  

1．9号住居址の東側ほ200～300♂）急勾配で傾斜している事から平安時代本道跡の米側ほ  

谷地状地形をなしていたことが伺われる。  

2．天神遺跡では洩密な住居址が碓認されたが、北側では少ない串が報告されている。憐接する  

当追跡ではさらに遭稲敷が疎になっている事が確認された。  

3．本冶跡では平安時代の隅丸方形の住居址8軒と円形土塊2基、井戸跡2基が硝認された。  
4．E－2グリットから出土した砂質凝灰岩の切石は、染谷川の段丘崖を供給地とするカマド梢   

架材として利用したものと考えられる。この切石には幅3c日程の工具娘が見られノミ状工具   

の使用が推測される。  

5．第18図に示した遺構は傾斜地の上端に水路を築き、その西側にノト区別が確認された。この   

道梢は女堀の小間削遭梢に類似するものと考えられる。  

6・本道跡で特筆される事は縁紬の出土量の豊富なことがあげられる∴繰軸陶器は淡緑色で端形   

は高由付椀と考えられる。灰糾陶著詩295点、縁糊陶器57点が出土している。  

7．本通跡でほ土師器、媚恵器そして灰糾問器が多量に出土している。特に顕著なのがE－－1．  

2．3グリットである。  

8．瓦も小破片ではあるが66点検出された。  

9．魚搾具としての土錘が1点出土している。  

10．住居内から出土している瓦は草作遺跡で報告されてるようにl剥膀あるいは山王廃寺の瓦が使   

われたとすれば官衛施設や寺カ†衰亡していく状態を想定されるひとつの材料になる。  

11．製鉄に関する迫物として鉄沖4］．点、羽目の破片5点、鉄製品12点、鉄沖の中にほ炉床の   

丸味をそのまま残すもの2点が検出され、その上面には植物の繊維が明瞭な形で残存してい   

る。以上の事から踏鞘の存在する事が考えられるが遺相として捉えるには至らなかった。  
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